
論文やレポート作成の文献調査に役立つ
「JDreamⅢ」活用方法ご紹介
JDreamⅢは国内外の学術文献を検索できる日本最大級の
科学技術文献情報データベースです。

2024年 1月17日（水）16:30～17:30（定員：70名様) アーカイブ動画配信

2024年 1月18日（木）12:00～13:00（定員：70名様) アーカイブ動画配信

セミナー概要

大学・専門学校等の学生または職員等の皆様に向けて、
JDreamⅢの活用方法をご紹介するセミナーを開催しま
す。JDreamⅢをご利用いただくことで、レポートや論文を
書く際の情報収集を簡単に行っていただけます。本セミ
ナーでは、実際のサービス画面をご覧いただきながら活用
方法をご紹介します。説明だけでなく、実際に操作を体
験できる実習付きの内容で開催いたします。
※先着順での受付となります。
※アーカイブ動画配信でもリアルタイム配信同様に

実際に操作体験いただけます。

プログラム

1.JDreamⅢサービス概要
2.デモンストレーション
3.実際の操作体験

会場・参加費

オンライン（Zoom）開催
参加費無料

お申込みはこちら

下記受付ページからお申込みください
https://jdream3.com/session/jd3-academic-basic.html

← スマートフォンでQRコードを読み込むと、上記申し込みページにアクセスできます。

お問い合わせ：株式会社ジー・サーチ データサービス部 E-mail：gsh-jd-help@cs.jp.fujitsu.com

JDreamⅢの特長

外国語文献も日本語で検索できる
外国語文献のタイトル・抄録（要約文）を日本語訳しているので、外国語文献も日本語文献も同時に検索でき、
内容把握が容易です。

インターネット検索では見つからない文献も探せる
思いついた言葉から検索に適した用語が参照できる「サジェスト機能｣や、同義語などを含めた｢関連語検索｣を活用する
ことで今までたどり着けなかった文献も素早く見つけることができます。

検索結果をグラフ化できる
グラフ化することで 検索結果全体を俯瞰したり、経年によるキーワードや著者名の変化から、新たな気づきや発見を
サポートします。

https://jdream3.com/session/jd3-academic-basic.html
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